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研究成果の概要： 

我々は、南北両半球に配置された二つの小口径望遠鏡に搭載した観測器（IRSF/SIRIUS＋かなた

望遠鏡／TRISPEC）を用いて、激変星、原始星、ブレーザー（活動銀河核）、γ線バースト等の

現象について同時測光偏光観測した。その膨大なデータはかなた ObsLog に保存されている。解

析はこれからであるが、強度と偏光とも、数日間のタイムスケールで大きな変動を示す。また、

南半球では、銀河磁場を研究している。星形成領域や銀河大域の磁場構造を明快に示した。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 12,600,000  3,780,000  16,380,000  

２００６年度 14,700,000  4,410,000  19,110,000  

２００７年度 4,500,000  1,350,000  5,850,000  

２００８年度 5,200,000  1,560,000  6,760,000  

    

総 計 37,000,000  11,100,000  48,100,000  

 

研究分野：光赤外線天文学 

科研費の分科・細目：天文学 

キーワード： 

(1) 偏光 (2)ブレーザー (3) 原始星 (4) 非等方ジェット (5) 非等方ビーム (6) 銀河中心

核 (7)銀河磁場 (8) γ線バースト 

 
１．研究開始当初の背景 
多種多様な天体のフォトン（電磁波）を“で
きるだけ広いスペクトル波長域（λ）”にわ
たり、同じ時刻（t）に測定すること、さら
にそのパラメータの偏り（p）という属性を
も同時測定することによって、フォトンのす
べての属性を捕捉すること、を目標とした。
その具現化が「TRISPEC」である。TRISPEC は
1994～2003 年で完成して働き場所を求めて
いた。一方、広島大学かなた望遠鏡計画は、
2005 年度完成予定であった。 
 

２．研究の目的 
南半球の「IRSF/SIRIUS」と組んで、宇宙の
多様な天体の熱的／非熱的現象を幾何学的
な視点で統一的に眺める。宇宙天体の現象は、
『重力と回転が根源であり、そのエネルギー
は電磁相互作用を通じて重力と回転の間を
行き来する、ジェット現象は末端に派生する
現象である』という観点である。観測天体と
して、1)激変星 2)超新星 3) 原始星 4)
γ線バースト 5)ブレーザーが標的である。 
これらは、GLAST 衛星（2008 年打ち上げ後フ
ェルミ衛星）での主目標でもある。 
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そこで、小望遠鏡とそれに特化された観測装
置で独自かつ相補的測定を行うことを目標
とした。 
３．研究の方法 
(1)2005 年：望遠鏡（かなた）と観測器
（TRISPEC）のインターフェイス（ハード＠
京都西村製作所・ソフト＠名古屋 Z 研）の設
計と付加 
(2)2006 年：7 月に観測器を広島に搬送、8月
にかなた望遠鏡＠東広島に搭載して、9 月か
ら試験観測 観測パラメータの tuning を行
いつつ本観測に入った。 
(3)2007 年：種々の天体を晴れの夜は定常的
に測定し続けた。 
(4)2008 年：6月にフェルミ衛星（元 GLAST）
打ち上げ、8月から20個の活動銀河核（Active 
Galactic Nuclei:AGN）をモニターし続けた。 
４．研究成果 
 装置開発の成果： 
 開発当時および本研究開始時の目標であ
る『可視—近赤外同時観測装置＝TRISPEC＝
Triple Range Imager and SPECtrometer 

with Polarimetry on 小口径』の方向性の重
要さを証明した。すなわち、倍波長〜オクタ
ーヴの限界を超える広い波長域を同時にカ
バーすること、である。これは装置概念の成
果であり、展望を開くものである。ヨーロッ
パ連合天文台 VLT の第二世代観測装置の第
一号機であるX−shooterと共通する概念であ
り、それよりも 10 年早く先駆的に着手され
た。TRISPECの完成が予定より 6年遅れた。
なお X−shooter は 2009 年に就航する。しか
し TRISPECは偏光モードを有する分、先進
的である。 

天文学上の成果：  
 Topics 1） 激変星  
広島大（植村誠）を中心として、北のかなた
望遠鏡にTRISPEC（Triple Range Imager and 
SPECtrometer with Polarimetry）の3色
（J/H/K）同時撮像モードを使ってなされた。
降着円盤へのエネルギー注入について新しい
知見を得た。観測データは週ごとにKanata 
ObsLog）に掲載されている。 
 Topics 2） 超新星および新星 
 広島大（川端弘治）を中心として、北のか
なた望遠鏡にTRISPECの広波長（0.46〜2.5μ
m）同時撮像装置を使ってなされた。観測デー
タは週ごとにKanata ObsLogに掲載。 
 Topics 3） 原始星＝星周現象  
 南のIRSF/SIRIUSの3色（J/H/K）同時偏光撮
像モード（SIRPOL）を使ってなされた。Orion 
Orion-South, NGC2071, 等、偏光による
Trapezium 3次元構造の試み。 
 Topics 4） γ線バースト 
 北のかなた望遠鏡にTRISPEC３色（J/H/K）
同時撮像モードおよび南のIRSF/SIRIUSの３
色（J/H/K）同時撮像装置を使ってなされた。

衛星からの要請およびアラートに応じて行っ
た。南アフリカは、地理的時刻的に隔離され
ており、貴重なデータ点を提供している。 
 Topics 5） ブレーザー 
 広島大（植村誠）を中心として、北のかな
た望遠鏡にTRISPEC（Triple Range Imager and 
SPECtrometer with Polarimetry）の３色
（J/H/K）同時撮像モードを使って、約40天体
についてなされた。観測データは週ごとに
Kanata ObsLogに掲載。 
 特に2008年6月にガンマ線衛星Fermiが観測
を始めて、ブレーザーの多色偏光撮像モニタ
ーを行った。Days のタイムスケールで、＜5％
から40％にわたって偏光度、偏光角が変動す
る。意外な程に現象の多様性が大きい：フレ
アに付随する（短周期項）偏光と定在的（長
周期項）偏光とが混じってその成分比が大き
く変動している。フレアの方が定在をはるか
にしのぐ例がいくつも見つかった。植村らと
ベイズ統計を用いて縮退を解くことを試みて
いる。  
 ブレーザーの多色偏光撮像モニター観測は、
広島かなた望遠鏡とTRISPECという組み合わ
せの独壇場である。 
 Topics 6） 銀河中心領域磁場構造 
南のIRSF/SIRIUSの３色（J/H/K）同時偏光撮
像モードを用いて、銀河中心領域 3°x2°を
偏光掃天した。銀河面に沿う成分を基本構造
としているが、偏光pと減光赤化Eとの比 p
／Eの乱れは、信号S／雑音N比以上に大きく、
視線上にある複数の成分〜複数の星間雲の重
なりであると解釈した。 
 以上の6項目のトピックスは、星天体、銀河
構造、活動銀河核において、角運動量〜回転
が保存量であり、宇宙および天体にわたる大
小スケール、進化の段階で、円盤、トーラス、
ジェット、反射星雲、磁場、の非等方性とし
て発現すること、それを偏光という非等方性
を表現する観測パラメータで追求することの
意義を明らかにした。 
 しかしながら、「偏光」が、決定的パラメ
ータか副次的パラメータかにすぎないか？問
われる点である。宇宙天体の進化＝膨張と重
力収縮＝において、回転と磁場はいかなる作
用、反作用を果たしているのか、不明のまま
である。 
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